








要約 

NICU の普及や Pediatric ICU の医療技術の向上に伴い従来救命できなかった超未熟児や重

症心疾患児の救命率が向上した。一方,急性期を脱したこれらの新生児,乳児が慢性肺疾患

や肺高血圧症及び中枢神経障害の為,数ケ月から年単位の長期酸素投与あるいは人工呼吸

管理を必要とする症例が増加していることも事実である。 

本研究班が発足する以前は,当院において小児科領域での在宅酸素療法例は皆無であった。

長期入院を要する患児の増加とホームケアシステムの関心が高まる中で,発足以来過去 2

ケ年間に 5例の在宅酸素療法が実施できた。今回はこれらの症例をもとに,在宅酸素療法が

可能な症例,適応基準及び今後の問題等について検討した。 


